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【提出用】	

　 量子の世界では、不確定性原理から、２つ以上
の物理量の振る舞いを同時に記述することができ
ません。そこで、量子の「確率」概念を複素数に
拡張することによって、それらの仮想的な挙動を
扱う「擬確率」の手法が考案されました。 
　 当研究室では、量子化・擬確率の一般論に基づ
いて、様々な擬確率の候補から、有用なものを判
別する指標を提案しました。特に、カークウッド
＝ディラック分布（左）が、忠実性や古典親和性
の観点から良い性質を持つことを示しました。  
(Shun Umekawa, Jaeha Lee, and Naomichi Hatano, Prog. 
Theor. Exp. Phys., Vol. 2024, No 023A02, 2024.) 
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　 量子ウォークは、相対論的な領域での物理現象を
シミュレートするのにも便利な模型です。１次元量
子ウォークは１次元ディラック粒子に対応すること
が知られていましたが、２次元ディラック粒子に対
応する２次元量子ウォークは知られていませんでし
た。 
　 当研究室では、世界で初めてそのような多次元量
子ウォークを提案しました。２次元量子ウォークは
期待通りに、調和ポテンシャル中の楕円運動を示し
たり（右上図）、トポロジカル絶縁体の振る舞いを
示しました（右下図）。 
(Manami Yamagishi, Naomichi Hatano, Ken-Ichiro Imura and 
Hideaki Obuse, Physical Review A, Vol. 107, No. 042206, 2023.) 
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EVなどの電力需要機器をIoT技術で制御する研究を進めています。
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[IoTを活用したEV充電サービス多様化の研究］
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現在、地球温暖化回避が世界的なテーマとなり、太陽光発電や風力発電の大規模な普及が進ん
でいます。これらは自然変動電源と呼ばれ、余剰気味になったり、不足気味になったりすることが今ま
での発電所との大きな違いです。そのため、その変動を吸収する電力需要機器の参加も必要となり、
電気自動車（EV）の充放電にも大いにその役割が期待されています。
EVの充電器には、幾つかの種類がありますが、Mode3普通充電器と呼ばれるタイプは、価格も低
廉で多数の普及に向いています。ところが、この機種の規格には、個体識別という機能が規定されて
いません。充電サービスを提供する会社からすると、自社のお客さまのEVが今どの充電器に接続され
ているのか判らないのです。これでは多様な充電サービスは提供できません。
そこで、当研究室では、充電器の充電電流を能動的に変化させてパターンを作り、そのパターンを
EV側でも取得して、両者が一致していれば接続状態であると判定する技術を考案し、変調充電電
流と名付けました。充電器にパターンを割り付ける方式の社会実装が実現すれば、充電器が海の灯
台のような役割を果たすこととなります。

様々なEV充電サービスが想定可能

充電器が灯台と同様の役割を担う充電電流を能動的に変化させ、充電器側と、
EV側の変化が一致すれば接続していると判定

多様な充電サービス提供を妨げる個体識別機能の欠如

https://www.babahiroyukilab.iis.u-tokyo.ac.jp/
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